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p醐444 呼吸器外科手荷における輪鼠の現況

i 試波大学 flf1~高病院呼吸器外科 2筑波大学籍球箆学系外特
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{背景}輪IuHこは悲観度であるが震鰭な合併症があり，また鋳錨手術
における予後不良因子との報告もある.コストの留からも，翰訟の頼

度を如何に抑えるかは呼吸器外科手議における課題である芭{目的}当

科における事会鼠の娯境とそのriskfactorを採紫し，対策を講じる.r方
法11997 '1ド~， 2∞:)~の手術例 799 例 iこっき，誌を前貧血など捗存症F

f彰式，合{J1:切除の帯無について retrospecuvetこ解析した. {結集}金
子{有数の中韓血併は96例(12%)あった.[締切除J; 64例 /551倒
(11.6%)であり務会議s 三業切除，議切除，区域切除，部分切除で

それぞれ80%.40~，ú. 14.9% l = 42官官)， 3.7%， 2.:1%であった，業
切除輪i主L部42椀寸115部 (35.7%)が鞠援等隣接臓器合{芹切除を伴い，

また 14例 (3:L3%)がRf切除，心大盗管のj語j時手術)LC， rrp 1.よど
併存壌の関与によるものでおった. [縦鱗乎鋳1;12倒1101{'碍(11.8ちら)

で務t'V訟とFrJ等で額域による差異i主総められなかった、縦詩苦綾語審切
除 ;11傍139{!持 (28%)，拡大絢臓摘除書官;1部162f持 (1.6%)で1fi
式による差異を認めた.1結縁}さ若手1.における輪車の額度は 12%で，特
に櫛全線・ 2議i;)J絵・鱒絞合併切除を伴う饗切除・縦持u建議では輪恋
類j支が20%以上と高く，より犠震な手術操作・粥式の考態と自己血輸

血， cell savor等の対策を検討する必要がある:i.援にi茎域切除・部分切
賂・拡大綿織摘除街では輸血鎖度がら%以下であった‘また出血最の

多いと予想される{忠告n域手持tとの同時乎街は，総illl強度の観点‘からは
避けることが謎ましいと怠われた‘


